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札幌の保育事業史
「札幌保育園」の創設者大石スクと娘妙子・嫁日出の実践を通して
坂本道子（北方園生活福祉研究所）
抄録
次の 3つの調査を行った。ひとつは大石スクの人生と福祉実践について調査したものであ
る。「札幌保育園」を1922年に創設した人である。これが札幌で一番最初に出来た保育園であ
る。ふたつめは大石妙子の福祉実践についての調査である。彼女は大石スクの娘であり，「札
幌保育園」を支え，スク没後，「苗穂保育園」を創設した。 三つ目は大石日出の福祉実践の調査
である。彼女はスクの息子の嫁であり，スク没後，札幌保育園を57年間引き継いだ。これらの
調査の結果を通して，札幌での80年間の保育事業の歴史が明らかになる。
キーワード：札幌保育園，女性史，実践史
I .はじめに
札幌にできた保育園の第一号は，大正11(1922）年1
月4日に開園した「札幌保育園」である。これを創設した
のは大石スクという当時42歳の女性であった。現在当た
り前に使っている「保育園」という名称を札幌で最初に
イ吏用した。スクにはどのような，思いカfあったのだろう
か。当時の北海道や札幌の様子はどのようであったのだ
ろうか。女性一人で保育園を開園するにはどのようない
きさつがあったのだろうか。
北海道において土地の開拓だけでなく，先輩達が汗水
流して生活や福祉を開拓してきた結果が，現在の北海道
の社会福祉の土台にある。筆者は北海道に在住し北海道
の社会福祉の担い手になる学生達に北海道の大学で「社
会福祉Jや「援助技術」を語っている。この際に，北海
道で「援助」を行ってきた先輩達の熱い思いや，出来事
を知らないのでは，現在の北海道の社会福祉を語れな
い。本研究はこのような思いから発した。つまり，社会
福祉の歴史を掘り起こし，かつて福祉に携わった人々の
思いを明らかにし，その思いを受け継ぎ，さらに後続す
る学生達に引き継いでいきたいということである。研究
当初は勤務校は女子大学であったので，女性である筆者
が女子学生に伝えるには女性先駆者の事業であると考
え，大石スクの札幌保育園を取り上げた。札幌保育園関
係者への聞き取り調査，当時の資料の発掘，資料の妥当
性の調査，事実関係の確認，分析という一連の作業を，
一つ一つの史実にそって行った。スクと札幌保育園の歴
史を調べるには切り口はいくつかある。例えば一人の女
性の一生を描く方法，あるいはその思いや使命感に焦点
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を当てる方法等である。各側面からの分析は別の機会に
行い，今回は大石スクとその嫁日出，娘妙子の3人の女
性の生き様に焦点を当て，札幌保育園との関わりの中で
各人が果たした役割と意味について分析し，札幌の保育
事業の歴史を辿ることを目的とする。
I .スクの生きざま
l .スクのおいたち
スクは明治13(1880）年岩手県に生まれる1）。明治30
(1897）年4月28日に17歳で大石龍太郎と結婚し，後志国
岩内郡橘町字清住4番地にて新婚生活を送ったと推察で
きる2）。明治30(1897）年5月27日，第一子長女登美誕生。
明治32(1899）年12月19日，第二子次女範子誕生。明治
35 (1902）年8月5日，第三子三女詩子誕生， 10月4日
に夫逝。明治37(1904）年4月16日，第四子四女妙子誕生。
明治39(1906）年 9月14日第五子長男武司誕生。ところ
が，明治41(1908）年 8月28日，龍太郎は結核のため死
亡した（享年35歳）。 妻のスクは28歳であった。 大正5
(1916）年頃，スクが36歳の時，岩内町から倶知安町（虻
田郡倶知安町南一線西53番地）へ移住した。この頃，登美
はスクが結婚した年齢の18歳となり，寿都の尋常高等小
学校の教員となっている。末息子の武司はまだ9歳で
あった。
倶知安でスクは近所の女性や婦人を集めて裁縫を教え
て生計を立てた。それを「大石裁縫塾」 3）といった。こ
こで接する女性たちを通して，スクはいろいろな女性の
生き方や生活を垣間見た。そのなかで夫と死別して女手
一つで子どもを育てている自分の人生の特殊性を感じ，
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と同時に，一方，他の女性たちと共通する部分も多いこ
とに気がついた。つまり子育ての大変さ，仕事を持ちな
がら行う家事の大変さ，また社会から示される女性に対
する偏見と差別等，「働く母親」に共通する課題を感じて
いたようだ。
これを裏付けるものとして「お稽古に参ります生徒を
通じて解りますことは，近年著しく変わった家庭の様式
と，その見苦しき素乱の有様でありました」 4）という言
葉がある。これらの経験を通して，スクは女性が自立す
るためにもっと，体系的な教育をしなければならないと
感じ始めていた。ちょうどその頃，日本の女性たちは平
塚雷鳥たちを中心に， 「母性保護論争」によって，女性の
15t割について，議論をしていた時期であった。
2.倶知安裁縫女学校の創設
1920 （大正9）年，大石裁縫塾を発展させ，私立倶知
安裁縫女学校を創設した。当時のことを小樽新聞では次
のように記す。
「倶知安に裁縫女学校
倶知安町にて大正六年より裁縫私塾を開きつ冶ありし
大石スク子女史は今回道庁の認可を経私立倶知安裁縫女
学校と改称し本年四月より開講することとし目下生徒六
十名募集中なるが同校は修身及普通裁縫の二科を本科
（二年）別科（一年）と定め婦徳j函養と女子に須要なる
技芸を授くべしと，因に校舎は初年度一千園の予算にて
改築する事とし有志の寄付金を募るといふ」 5)
同様に『北海道私学教育史Jには前述の 「大石裁縫女
学校」のほか，倶知安での裁縫女学校について次のよう
な記載があった。
「倶知安裁縫女学校裁大正9年設置昭和2年
廃止大石スク町立実科高女に変更」6)
また次の新聞記載もある。
「大石女史の視察
倶知安町裁縫女学校長大石スク子女史は十四日岩内女
子職業学校を石黒校長の案内にて視察した。」 7)
『倶知安町史Jには 「倶知安裁縫女学校」については次
のように記載されている。
「大正の中期（はっきりした設立年月はわからない）第
三小学校がまだ今の倶知安電報電話局付近にあった頃，
第三小学校の前に倶知安裁縫女学校が設立開校した。校
長大石フクの私立の学校で，それまでの裁縫塾を大きく
したようなものだった。それでも生徒は三一三十人くら
いも集まり，入学式，卒業式なども行っていた。昭和2
年町立倶知安実科高等女学校が開校する前後に廃校に
なった。」8)
こうして，スクは未亡人として苦しんだ自分の生活を
土台にして，女性達が手に職をつけ，身が立つようにと，
「裁縫Jを教えた。そして大石裁縫塾を発展させ， 「学
校」まで創設した。これだけでも，スクには並優れた運
営手腕を持っていたことがわかる。
3.息子武司の看病
さて，スクが倶知安裁縫女学校を開設した1920（大正
9）年頃，末息子の武司は札幌の中学校に入学し，寄宿
生活を送ることになった。当時，札幌の中学校というと
「札幌ー中」 「札幌二中」と私立の「北海中学校」であっ
た。このなかで武司は，現在の 「北海学園大学」の母胎
である「北海中学校」に進学した。
ところが武司は幼少期から虚弱体質で病身であった。
入学したものの体調を何度も崩し、学校からも寄宿舎か
らも母に呼び出しの連絡が入る。大事に育て，家督を継
ぐ形見の息子に何かがあっては大変だ，とスクはそのた
び毎に武司の看病に札幌を訪れた。倶知安から札幌とい
うと，当時は蒸気機関車で小樽経由で、行ったのだろう。
父龍太郎が結核でなくなっていたため，スクは一人息子
の武司も結核なのではと気が気ではなかったようであ
る。新しく創設した裁縫学校よりも，一人息子の武司の
命や健康を優先にした。武司が調子悪いと連絡が入る度
に，おいしい食べ物をもって，遠い道のりを出かけたよ
うである。
4.貧しい子ども達との出会い
スクは武司の世話で札幌に通うにつけ，豊平川近辺の
当時のいわゆる「サムライ部落」 9）に生活する子どもた
ちの貧しい姿や，職業婦人として働く親の子ども達が虐
げられている姿に接する機会が多くなった。例えば，次
のような新聞の記載がある。
「市の保導委員連が豊平の細民窟視察連日の雨に臭
気鼻を衝く
（前略）子供達は鼻を畷りながらどぶ板のそばや道の片
隅に集まって遊んでいた，恰度夕食の頃であったからカ
ンテラの油煙がもやもやと立ち迷ふている狭い一室には
ボソボソと貧しい食膳についているものもあった，二本
の銚子を供えた男が一日中噛み殺していた笑ひがこの時
やっと綻ろびたという顔をして出て来て挨拶をした， ト
ラホームで眼を赤く；欄れさせた婆さんが幾度も幾度も頭
を下た」 10)
豊平川の周辺はかつて，貧民窟・火葬場・馬糞の三つ
が名物であった。この地域にはムシロをかぶせ，畳がな
いような堀立小屋が建ち並んで、いた。今では跡形もない
が，豊平郵便局の裏，豊平四条一丁目と二丁目の間，四
番地，六番地，十番地あたりにあったという。豊平川は
しばしば氾濫し，特に明治41・42年の堤防欠壊による被
害は多大であった。豊平橋は交通の要塞であると同時に
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水車場があり，米や材木をひくための労働を求めて人々
が集まった所である。
倶知安にいては気づかなかったこのような状況と，そ
のなかにいる子ども達の生活に触れ，スクは深く心を痛
めていたのだ。このような子ども達の存在と状態につい
ての話を，スクは薫陶した倶知安カトリック教会のダビ
ド神父1）や札幌の瑞龍寺の三浦承天老師12）からも聞いて
いたようだ。
5. 価値観の転換，保育事業への思い
スクは，前述のように夫を亡くした女性という自分自
身の体験や，裁縫塾に通ってくる女性たちの生き方に接
し，働かざるを得ない女性たちの事情やその子どもたち
の嘆きなどに触れていた。スクのこの体験が後の保育事
業開始への原動力になっている。事実，後年，保育園を
はじめるにあたって新聞に次のような発言を載せてい
る。
「お稽古に参りまする生徒を通じて解りますことは近
来著しく変わった家庭の様式をその見苦しき素乱の有様
でありました（中略）先ず此の虐げられた幼き者を救わ
なければならない，子供が良くなればその愛に引かされ
て親達はひとりでに浮められてゆくであろう」 13)
「それから経済のために可愛い可愛い子供の養護もつ
い心ならずにいる方もたくさん御座います，近来これま
で経済的に無武装者であった婦人がどんどん生活の闘士
として家庭のそとに働かねばならなくなりましたので，
多くの職業婦人中には子供のため思うように活動もでき
ない方もおありだらうと思います」 14)
このようにスクは，幼い子ども達がないがしろにされ
ている状態，また，そうせざるを得ない働く女性達の生
活環境に深く心を痛めた。そして，同じ環境を乗り切っ
てきた自分自身が何かをしなくてはならない，という熱
い思いにつかれて動き始めていた。このことは四女の妙
子が後にスクについて次のように語っていることからも
明らかである。
「（前略）母はどんなに苦労して私たちを育ててくれた
かわかりません。倶知安で裁縫女学校の先生をして，子
ども達が一人前になったら，どうしても，子守の仕事を
したい。自分が苦労したから，子どもを抱えて働いてい
る母親のことを考えたのだと思います。（後略）」 15)
こうして，スクは自分のつらかった体験を基にして，
同じ様な境遇の人への，思いを馳せ，保育事業への，思いを
熱くしていたのであった。
6 保育園開固まで
ところがスクが保育事業をはじめようとしたことは，
かなり無理があった。当時， 倶知安裁縫女学校の校長を
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務めていたスクは，「虐げられた幼き者を救う」ために
「後事を託するにたる人達も十分と見て急逮万難を排し
て出札を決断し」16）家族で、札幌に行ってしまったのであ
る。周りの人にはスクの思いと行動が理解できなかっ
た。倶知安裁縫女学校で校長として地方の女性の自立・
女子教育に貢献していく仕事がそこに用意されていた。
にもかかわらず，新しい自分の使命を見いだし，今まで
の自分の人生をすべてなげうって，この使命を達成しよ
うとした。人々にとってはこの行動は唐突とも思えた。
しかしスクにとっては必然だ、った。自分がしなければな
らない，と，人生をかけて行動しはじめたのだ。
保育児業をはじめたきっかけを，後にスクは次のよう
に語っている。
「（前略）園児の中にはずいぶん不しあはせなのもおり
ますがわうわう境遇が子供の将来を運命づけるようなこ
とを見聞きいたしたびに私はどうかしてせめて自分の周
囲の子供だけでもすなおに育てあげたいと思います （中
略）女史は大正九年倶知安町に裁縫女学校を開設し濁力
その経営にあたり年とともに生徒の数も増加して来っ、
あったのであるが女史は宿昔の素志であった児童保護事
業に全生活を捧げゃうと出札し世人の段誉褒既には耳を
掩ふて初一念を貫徹すべく全く女の腕でいはゆる限りあ
る身の力試さんの意気で札幌保育園を開設し（後略）」 17)
とにかく自分がしなければならない，という一心で実
現の可能性を求めて，あちらこちらを奔走したようであ
る。その後，スクは校長職に名をとどめたまま，不在の
うちに倶知安裁縫女学校は運営された。大正12(1923) 
年3月にスクは正式に校長職を辞任した。学校自体は前
述のように昭和2 (1927）年頃まで存続した。
ところで42歳という女盛りのスクは，その美貌を隠す
かのように，当時は男性と同様に元禄袖という袴姿で歩
いていた。それも，裾がすり切れているような袴であっ
た。座禅仲間の婦人が見るに見かねて着物や新しい袴を
スクに渡すと，スクは自分で身につけるのではなく，豊
平川沿いの貧しい人達にみな配ってしまった。このよう
にほとんど名もない細身で美人， 一見か弱そうな女性
が，後先考えずに自分の使命を腹に据え，見知らぬ土地
で，新しい事業をはじめようとした。その事業も，札幌
ではまだ誰も手をつけていないことである。まわりの
人々がスクを「赤」だといい，気がおかしくなったので
はないかとも嘱いたのも無理もないことだろう。
7.保育事業の開始
スクは人々の噂を意にも介さずに，新しい事業をはじ
めるための土地探しゃ，資金集め， 賛同者・協力者への
説得を行っていた。また一方で，大正11(1922）年8月，
日本赤十字社北海道支部が開催した児童養護講習会を受
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講し，子ども理解を専門的に行う方法を身につける準備
もしていた。
こうして新しい事業ができる場所を探し回っている内
に，南l条東4丁目にある島口勝太郎の武家屋敷で，オバ
ケ屋敷といわれていた建物があることを知った。この建
物は，妾とのいざこざの末に，内井戸に身を投じ亡く
なった本妻が住んでいたというところであった。その本
妻のオバケがでるといって，近所の人は誰も気味悪がっ
て寄りつかなかった建物である。スクはこの建物を無料
で借り受けた。オバケだろうが何だろうが，スクは恐れ
なかった。実は，南l条東4丁目という場所は，前述のよ
うに細民住宅が多く，「サムライ部落」と呼ばれた入り口
にあたる場所であった。この場所から 2丁ほど南に行っ
たところに，新渡戸稲造を校長とし，北海道大学や札幌
バンド達が関わったとして有名な貧児教育施設「札幌遠
友夜学校」があった。こうして，スクが 「細民窟 ・ドヤ
街で働きたい」と言っていたことが実現したのである。
ではなぜ，スクはドヤ街にこだわったのか。子どもにこ
だわったのか。時代や社会の中での位置づけに目を向け
よう。
il.「札幌保育園」前史一一社会のなかでの必然性
1 .当時の日本の児童事業
先ず第一に当時の日本の状況を見てみよう。明治41
(1908）年に感化法改正があり道府県に感化院設置が義
務づけられた事，また翌年に内務省主催の第1回感化救
済事業講習会が開講された事を契機に，日本国内で感化
救済事業に対する関心が高まった。一方，下層労働者層
の貧困化が拡大する中で資本主義の矛盾がますます激化
し，ストライキや反政府的運動，社会主義運動が成熟し，
そして民主主義運動が高揚した。これによって，治安的
色彩の強い感化救済事業が次第に後退した。そのような
時，大正7(1918）年富山県の主婦達が越中女ー挨・米
騒動を起こした。これによって政府も「民衆」の存在を
認めざるを得なくなり，民主主義的勢力形成，社会・労
働運動高揚の契機となった。第一次世界大戦で日本の資
本主義は表面的には成金等を誕生させ繁栄したかに見え
た。が，国民の大半は戦後恐慌のあおりを受け生活破綻
に苦しんだ。さらに大正12(1923）年の関東大震災によ
り打撃を受けた。このような国民生活の困窮化とは裏腹
に，半封建的な体制や資本主義の未熟さという構造的矛
盾によって政府はなにも対応できなかった。労働者階級
は大正デモクラシーという民主主義的風潮のもとで各種
の社会・労働運動を組織化し，政府と対抗する姿勢を強
くもった。このような事を背景として近代社会事業が誕
生した。
大正 6(1917）年に内務省に救護課が設置され，大正
9 (1920）年に社会局に昇格した。地方でも社会事業行
政が充実した。さらに経済保護立法や「国立感化院令」
（大正6年）「未成年者飲酒禁止法J（大正1年）， 「少年
法」（大正1年）なども公布された。大正6(1917）年岡
山県で済世顧問制度，翌年大阪で方面委員制度など社会
事業の組織化も図られた。また，各地でセツルメントが
設立された。
さらに社会事業研究も本格化し，大学教育にも社会事
業教育が導入された。最後にこの時期で特記される分野
は児童保護事業関係である。生江孝之は明治37(1904）年
神戸婦人奉公会とともに 「児童保管所（後に保育所と改
称）」に関わり，大正12年には 『児童と社会Jという本を
上梓している。また，高田慎吾も児童観や児童の生存権
について主張し児童保護思想を高めた。大正8年には大
阪市に国内初の児童相談所が設置，その後各地に設置さ
れた。また障害児関係施設藤倉学園（大正8年），肢体不
自由児施設柏学園 （大正10年），肢節不完児福利会（大正
14年）なども設立された。このように日本各地において
児童に対する保護事業が開始された時期であった。
2.北海道における当時の社会事業の様子
次に北海道，特に札幌ではどのような状況であったの
だろうか。北海道での社会事業は，幕末時代に函館でお
こった貧困者救済事業 「育児会社jに端を発し， 宣教師
や外国人等の博愛思想，また本州からの仏教各宗派の信
仰や教えによって啓発が進み，道南から奥地へと浸透し
た。明治20年代から30年代にかけて免囚保護事業，育児
施設，救護事業などが次々と開設された。なかでもジョ
ン・パチラーがアイヌ子弟のために創立した 「愛憐学校」
（明治21年），新渡戸稲造が貧困家庭の教育未就学児や
晩学者のための初等教育や青少年への中等普通教育を授
けるための「札幌遠友夜学校」（明治27年），アメリカメ
ソジスト教会宣教師ドレバーの「函館訓盲会」（明治28年）
が特記できる。
大正時代にはいると，慈善救済事業は社会事業と称さ
れるようになった。第一次世界大戦の軍需景気により産
業経済は栄えたが，反面，思想問題，労働問題，貧困問
題などの社会問題が顕在化し，同時に公私の社会事業も
進展した。大正初期には免囚保護事業の 「札幌記念保護
会」（大正元年・のち札幌大化院と改称） 「錫｜｜路慈徳会」
（大正元年），少年救護事業では留岡幸助の 「家庭学校分
校 ・農場」（大正3年），少年感化救護事業では感化法改
正によって北海道庁立感化院として「札幌学院」（明治41
年）の開設があった。「札幌学院」の主事であった小池九
ーが「札幌報恩学園」（大正7年）を創設し，「道立大沼
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学院」（大正13年）が誕生すると，翌年札幌学院は廃止さ
れた。
社会事業行政の中央機関として内務省に社会局も新設
されたのに合わせ，道内でも社会課を新設し，社会事業
奨励規程を制定するなど体制を整えた。民間社会事業19
団体の連携を目的として「北海道慈善協会」（大正3年）を
組織化，その後「北海道社会事業協会」（大正10年）と改
称し，大正13年に財団法人組織とした。また，大正13年
事業拡充・財政難打破のために 「北海道社会事業連合会」
も設立したが，翌年解散。一方，民間社会事業団体の連
絡提携を目的に26団体で 「北海道社会事業団体連合会」
（昭和3年）を結成，昭和15年には63団体が参加した。
昭和18年に 「北海道社会事業協会」に発展的解消，昭和
21年 「北海道社会事業連盟」として再結成した。
このほか，職業紹介，公益質屋，公設市場，簡易食堂，
隣保事業，宿泊救護，養老，母子保護などの各種事業が
北海道全域に広がった。さらに，民生委員の前身である
「保導委員制度Jが創設され（大正11年）， 「救護法」公
布（昭和4年），施行（昭和7年）と前後して，北海道内
の各市町村にも方面委員制度が施行され（昭和6年），救
貧と防貧のために活躍した。
このような状況の中，児童に対する事業も発展した。
そのーっとして，明治37年頃，北海道庁立札幌高等女学
校に「子守教場」が開設された。 18）これは「子守学校」
とも呼ばれ，道内で数カ所の小学校に付設されていた。
つまり，子守のために学校に来られない児童達が授業を
受けられるようにするために開設された。一方， 「季節
託児所」が明治41年5月に森村（渡島）に開設されたと
いう記録が『北海道庁統計書Jに記載されている。また，
「企業内託児所」は大正9年の 「大江製麻附河田製麻工
場（池田町）」が記録に残る最も古いものとして存在する。
さらに明治40年7月に創立された 「帝国製麻附」におい
て，企業内託児所は大正15(1926）年に開設されている
という記録があるが，いつから始まったかは定かではな
＂、。
北海道内において保育所は 「函館慈恵院」が明治38年
1月に 「幼児保育所」を開設し，明治39年度末に帝国軍
人援護会から350円の助成金が交付されている19）。しか
し，その後の記録はないので，この年で閉鎖したとも考
えられる。
札幌では明治38年 「札幌奉公義会」が，札幌区役所の
敷地内にあった 2階建て倉庫を改築し，「幼児保育所」の
開設準備を進めた。しかし， 「札幌奉公義会」そのものが
明治39年に解散されたので， 「幼児保育所」は計画だけで
終わった。 一方，幼稚園は札幌では明治21年に開設され
ていた。
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3.札幌における児童に対する事業
『日本社会事業年鑑（大正12年版)jには，大正10年8月
時点で全国の昼間保育所の数を調査した結果が掲載され
ている。これによると昼間保育所が設置されていないと
ころは全国の中で北海道と沖縄で，全国的には96カ所で
あるという。ところが，スクが札幌保育園を開園した大
正1年に，北海道では偶然にも4つの常設の昼間保育所
が誕生している。 7月精華女学校附属託児所（旭川I)'10 
月函館慈恵院第一保育所（函館）' 1月函館慈恵院第二保
育所（函館）' 11月札幌保育園（札幌）である。実はこの
年， 7月に摂政宮（昭和天皇）の北海道来道記念として社
会事業に御下賜金が支給され，活動が活発に推進された
といういきさつがある。前述のようにこの年に開設され
た保育所のうち「保育園」という名称が使用されたのは
「札幌保育園」のみであった。また，他の3つは昭和9年
頃閉鎖し，現在まで継続しているのも 「札幌保育園」の
みである。その後，昭和2年（1927）小樽市に市立 「手
宮保育園」「真栄保育園」が公立保育園として設立した。
以上みてきたように，当時の日本社会では社会事業の
組織化が進む時期であり，中でも児童への対応が求めら
れる時代の入り口であったことがわかる。その中で，ス
クが，札幌保育園を開園したのは，まさに，時代の落と
し子であったことがわかる。
IV.札幌保育園でスクが行ったこと
大正1 (1922）年1月4日，札幌保育園を開園して以
来，乳ガンの手術で大正14(1925）年5月12日に亡くな
るまでの約3年間を，スクは自分の力をすべて出し尽く
し，札幌保育園の基礎づくりと方向性を示した。実際，
何を行ったかは紙面の関係で詳細の記述は省略するが，
主に次の六つの偉業を成し遂げたと評価できる。
l .乳児保育か5昼間保育へ一一ニーズ把握 ・対象の
拡大
開園当初の様子を次のように記載する新聞がある。
「札幌に出来た保育園 けふ開園式
札幌市南一条束四丁目七番地大石福子氏は十五年前夫
に死別して依頼濁力を以て子女教養に嘗たり現に倶知安
町に私立裁縫女撃校を経営しっ、あるが今回札幌市前記
のケ所に札幌保育園を創設し今三日午前十時間園式を奉
げる筈であるが同園では生後三ヶ月以上より小挙校に行
く迄の幼児を午前六時より午後六時まで一日二銭宛にて
預かる由にて尚附帯事業として裁縫部を設け家庭の都合
にて通事出来ぬものの為に豊は午前八時より午後五時ま
で及午前九時より午後四時迄の二種夜は午後六時より同
札幌の保育事業史
九時迄教授する由j20) 
これにより事業内容として最初に行ったのは，乳幼児
の世話であった事がわかる。また，おもしろいことに，
倶知安裁縫女学校の経験を生かして，「裁縫部」を併設し
たようだ。このことは今まで歴史にあがってこなかっ
た。実際に，この事業を利用した人がいたのか，その後
いつまでこの事業が続いたのかは記録にあがってこな
い。計画倒れであったことも考えられる。
ところで当時の保育の様子をあらわす，一枚の写真が
ある。スクと妙子が両端に乳児を抱きかかえて立ってお
り，その間に 5・6歳ぐらいの男の子を先頭に7人の子ど
もが座っている写真である。この写真はスクの孫に当た
る大石徹が著した『札幌保育園七十年の歩みJのなかで
は，大正11年11月開園時風景として掲載されている。と
同時に，大正12年3月25日の『北海タイムスJにも掲載
されている。大正12年3月というと，後述のように豊平
四条一丁目（いわゆる四番地）に移転した頃である。し
たがって，写真撮影の時期がいつだったのか，追認でき
ないのではあるが，上述の新聞記事の内容の通り，生後
三ヶ月から小学校に行く までの子どもが写っているの
で，この時期のものと判断しでも良いようである。この
頃の様子を四女妙子が次のように語っている。
「（前略）島口勝太郎という人の屋敷，オバケ屋敷だと
いって誰も使わない家を，無料で借りて，乳児を十人引
き取って育てました。大きな家でした。刑務所に入って
いる人の子，私生児で困っている人，母親が病気の子，
ミルク代を僅かばかりもらっていましたが，ミルクのこ
とがよくわからない。大通東三丁目に同病院（岡久雄，
内科小児科）には随分お世話になりました。姉たちはみ
なお嫁に行っていました。弟はまだ中学生です。母は
きっと私をあてにして，私を見込んでいたのだと思いま
す。母は寄附を集めたり，外回りの仕事が忙しいもので
すから子供の世話は私の仕事でした。…j21) 
こうして乳児保育から昼間幼児保育に対象を拡大し切
り替えていったことがわかる。これを現在の社会福祉用
語で説明すれば，「ニーズ把握」を行って業務を拡大した
といえる。
2. よりよい環境・安全な場所を求めて移転を繰り返
す一一二一ズのキャッチ ・問題解決
札幌保育園はその後，数回移転する。この移転に関し
ては，新聞記事や妙子の口述や山本課長の追悼文などに
記述があるものの，不一致な点が数多くあり，どの時期
に，どの場所で，どのくらいの規模でというのが確定で
きない。そこで，今回は『札幌保育園七十年の歩み』の
分類に基づいて展開していく 22）。これによると大正1年
の創立以来の園舎の移転は三回あったとされている。保
育園のあった第一の場所は「大正11年11月3日，札幌市
東区南一条四丁目」に創立開園したところである。一回
目の移転は開園から 4ヶ月後， 「大正12年3月，札幌市豊
平区豊平四条一丁目＝豊平町四番地＝豊平川の見える園
舎」でこれが第二の場所になる。二回目の移転はそれか
らさらに5ヶ月後，「大正12年8月，札幌市豊平区豊平五
条二丁目＝豊平町八十一番地＝豊平病院隣りの馬小屋」
でこれが第三の場所になる。三回目の移転は，それから
さらに一年後，「大正13年8月，札幌市豊平区豊平六条三
丁目＝豊平町八十一番地（筆者注：八十番地の間違えで
はないかと思われる。以下は八十番地で統一する。）＝現
在の当園所在＝下駄工場Jで，これが第四の場所となり，
現在まで続く場所となる。こうして，子ども達にとって
よりよい環境，安全な場所を求めて移転を繰り返した。
これは安全面でのニーズを把握し，子どもたちの状況を
アセスメントし，移転というかたちで問題解決を行った
といえる。
3.賛同者の開拓・事業家への説得一一一チームワーク
・ネットワークっくり，組織化
スクが新しい事業を始めるにあたって，賛同者を求め
て歩き回った。その様子を娘妙子は次のように語る。
「市役所ではもちろん世間ではまだ乳児保育などにつ
いて理解がありませんから，共産か社会主義者のように
思われていた。それを母は当時の土岐嘉平長官のところ
へ出かけて行って，何度も行って，面会されるまで頑
張っていたようです。真意がわかってからは非常に協力
もし，土岐夫人とも大変親しくしていただいておりまし
た。j23) 
この記述をベースとして，今まで「市役所，道庁とも
白眼視して赤化思想の持ち主とまでいわれたがとうとう
大石スクは土岐嘉平道庁長官に面接して真意を理解して
もらい，長官夫人が協力するようになる」 24）と伝えられ
てきた。しかし，土岐嘉平が北海道長官に就任したのは
大正12年9月29日であるので，スクは札幌保育園を開園
するに当たって，道庁長官の土岐にはお願いに行けない
はず，という疑問も生じる。これについての議論は別の
機会にする。こうして賛同者を一人，ひとりと増やし，
スクはついに大正11(1922）年1月4日金曜日，保育園
を開国する。その時の様子を新聞は次のように報道す
る。
「札幌保育園の開園式
秋晴れのきのふ午前11時から札幌保育園（南一条東四
丁目）の開園式をあげた園主大石スク女史は開園の運び
に至るまでの経過と将来の希望等を述べて挨拶をなした
Oに対して祝辞として道庁社会課亀山属は 『廿世紀は児
童の世紀なりJとエレン・ケイの言葉を引用して保育事
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業の必要を説き小池札幌報思学院長，有国札幌育児園長
の所感に次いで松田学氏はー麦の種子は新しき芽生えの
為にその身を腐らす00斯業の将来に期待する慮あり大
石女史の謝辞があって一同記念撮影をし茶菓の饗があっ
て正午退散したJ25) coは解読不明）
「札幌市豊平町の札幌保育園は主として労働者階級の
為に彼等の児童を預かる託児所で篤志者大石スク女史が
有志等賛助の下に大正1年11月3日から開始したものだ
が，毎日百四五十名の児童を六名の教師保婦等の手で世
話をして居るが，児童等はよく教師保婦等になじみ且頗
る快活に遊んで居る。現在の園舎は古家を利用したもの
であるが，今回豊平町八十番地に六千円の予算を以て園
舎を新築することとし去る十日其筋より寄附募集の許可
を得たので十五日から募集に着手して居る」 26)
父母会を組織化し，次の移転を予告し，寄附金募集の
告知を新聞を用いて行う手腕は見事である。この作業は
チームワークっくり，ネットワークっくり，組織化とい
えよう。
4. 募金活動博愛慰安会の開催一一地域化，コミュ
二ティワーク
スクはここで保育事業をはじめるにあたって， i賓田弁
護士夫妻の協力を得て， 3月21日に豊平町細民のために
「博愛慰安会」を開催している。内容は 「追分，安来節，
博多節，浪花節，薩摩琵琶， 三味線，尺八，踊り，活動
写真」等であった。さらに，賛助会員制度を設定したが
成果は芳しくなかったようである。その苦境のようすの
記事がある。
「（前略）然し此の大なる事業も世人のあまり知る処と
ならず今日賛助員といふも僅かに二十名そこらで十五六
円の二三の教師の薄給の支払いすら頭を悩ます現状なの
である，去る十一月三日は創立二周年にあたり且新園落
成の式を挙げたのであるが新築は名のみであって送電株
式会社から買ひ受けたといふ下駄工場の古家に造作を施
したるものに過ぎず，これが建築費六千円も今日までの
処では予約金共にて二千円しか集まっていない有様であ
るそれも十銭廿銭といふ少額からの集まりである事を思
へば当事者の苦心奔走の程が伺はれるのではないか然し
使命の自覚に立てる女史は此の如き苦境にあるも少しも
意気阻喪する処なくもうーふんばりですと喜々として寸
時も子供の方に目を放す事なく 『現在でも川向ふ（札幌）
の方から四五名の子供が来ていますのでゆくゆくはあち
らに分間でも出したいと思うのですが，それが出来なけ
れば有志の方に自動車を交渉して戴いて此処に送り届け
て貰う事にしたいものです』と将来の希望を語って居
た」 27)
こうして地域の人々への理解を促進し，地域のなかでの
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施設の存在意義を地域全体に働きかけている。つま りコ
ミュニティワークを行ニっている。
5.父兄会・保護者会一一親教育，家族会，支援体制
スクは保育をするにあたっては，親教育が必要である
と常々考えていた。そして，親の協力なしには保育園の
維持もしていけないと考えていた。そこで，「父兄会」や
「保護者会」を設け，保育園の運営や子どもへの理解を
深めるための努力を惜しまなかった。これが新聞記事に
次のように描かれている。
「（前略）でも大方の寄附を仰いて四，五月頃までには
立派な園を設るべくその父兄舎の人達が準備中ですから
近々理想的なものとなりましょうJ28) 
「（前略）さらに今回は同国々児の保護者及び嘗て保護
者であった人人を以て保護者舎を組織することとなった
ので其の護曾式を兼ねて移縛式を八月十五日午後の二時
から同国新築家屋に奉行した。（後略）j 29) 
こうして親教育を行い，家族会という支援体制を組織
化した。
6. 「ある人払いのある時払いJ.「二銭学校J 貧民
の隣人に
「札幌保育園」の保育料は当時おやつ代として1日二銭
の保育料を基準としていた。これによって近所の人々か
らは「二銭学校」とも呼ばれていた。しかし，当時，保
育園にくる親は，毎日，決まった仕事と収入があるとい
う親ばかりではなかった。たまに仕事があったとして
も，朝4時から夜8時まで保育園に子どもを預けて，日雇
いの林檎園の仕事に出かるというような，厳しい仕事状
況であった。また，当時，大根l本が一銭，太いので一銭
五厘だったという。保育料の二銭を払うよりは，大根等
の生活費の支出がかさんでいた。スクはこのような事情
をよく知っており，おやつ代としての保育料の二銭を厳
しく取り立てることはしなかった。しかし，経営は厳し
かった。そこで，保育園の入り口には木の箱が置いであ
り，そこには 「ある人払い，ある時払いJという貼紙が
あったという。つまり，貧者の事情がよくわかっている
隣人となって，この事業を維持しつづけた。
v.札幌保育園の事業の引継
以上のように，スクの行ったことは現在の社会福祉の
なかでは基本的で原始的なことではあるが，事業を始め
る基礎づくりに果たした役割は大きいといえよう。その
スクが大正14(1925）年5月12日に47歳で乳癌によって
亡くなった。スクの上の娘二人はすでに結婚して別居し
ていたので，同居していた21歳の妙子と実父母，そして
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弘前で学生をしていた一人息子武司が残った。一方，新
しくなった園舎に，約200名の子ども達は変わらず，毎
日，通ってきていた。保育園はやっと地域に根付きはじ
め，住民からもたよりにされる存在になり始めていたと
ころだ、った。加えて新園舎取得の際には保護者会を中心
に地域の人達の支援があった。そこで札幌保育園をやめ
ることもできず，存続させることを考えなければならな
かった。
その頃，札幌保育園の近くに，北海中学校・札幌商業
学校の校長である戸津高知が住んでいた。戸津はスクの
生前からその仕事を支援していた。そこで戸津は年若い
娘妙子や息子武司が育つまで，札幌保育園園長の職を引
き受けることにした。戸津は大正14(1925）年6月から
北海学園を退職する昭和22(1947）年3月までの22年間，
札幌保育閤 2代目園長の職を兼務した。こうしてスク亡
き後も札幌保育園は，貧しい家庭の子ども達のために保
育を継続できることとなった。その後，歴代園長は次の
通りである。
二代目・戸津高知大正14(1925）年 6月～昭和22
(1947）年3月。
おおいしひで
三代目：大石日出（武司の嫁） 昭和22(1947）年3月
～昭和63(1988）年5月。
おおいしかずえ
四代目：大石和江（武司の息子徹の嫁）昭和63(1988) 
年5月～平成 6 (1992）年4月。
おおいしとおる
五代目：大石徹（武司の息子） 平成 6 (1992）年4
～平成1 (1999）年9月。
六代目：大石和江平成1 (1999）年9月～現在。
ここで，スクの家族について述べておこう。娘の妙子
は後述するように「苗穂分園」（後「苗穂保育園Jと名称
変更）の創設，運営に関わった。
また，息子武司は北海中学卒業後，旧制弘前高等学校
に進学したが，在学中母スクの死に遭い，それ以上の進
学を断念した。昭和4(1929）年4月，後藤日出と結婚し，
保育園の仕事に関わっていた。二重験の優しい顔立ちで
ピアノがうまく，また歌声もきれいだったので，人気の
的だったそうである。札幌保育園では「保育主任Jの職
にあった。一方，姉の妙子と共に「苗穂保育園」の再建・
運営管理に人力を尽くし，昭和5(1930）年5月～昭和 7
(1932）年8月まで苗穂保育園園長に就任した。しかし，
父と同じ結核のため昭和7(1932）年8月4日に25歳10ヶ
月の若さで逝去した。妻日出との聞に一人息子徹を遺し
た。当時徹は一歳に満たない乳飲み子であった。
スク没後，札幌保育園を守ったのは，スクの一人息子
武司と結婚した嫁の日出であった。さらに，日出の没
後，現在の保育園を守っているのは日出の一人息子でス
クの孫に当たる徹と結婚した嫁の和江である。つまり，
スクの血そのものの末商である妙子は，さらに新たな種
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をまくために，スクの「札幌保育園」より外に出てで，
苗穏にてその遺志をついで「苗穂保育園」を創設し実践
した。一方，「札幌保育園」そのものは，血の継承者では
なく，その嫁達がスクの遺志をついで守り通したことに
なる。それぞれの生き様と行ったことを見てみよう。
VI.娘妙子が引き継いだもの
1 .苗穂分園・苗穂保育の開設
スクは生前，前述のように，「川向こう」の子ども達に
も札幌保育園で行っていることと同じ様な保育をしたい
と常々言っていた。札幌保育園でスクの片腕として直接
子ども達と接していた娘妙子は，その遺志にこだわっ
た。当時23歳だった妙子は保育事業をはじめられるよう
な適当な場所を探し，苗穂23番地に二軒長屋を借りた。
スクが亡くなって 2年後の昭和 2年（1927) 5月のこと
であった。そこに悲願の「札幌保育園 苗穂分園」を開
設した。その後，昭和 3 (1928）年8月に「苗穂分園J
から「苗穂保育園」に名称変更した。昭和4(1929）年10
月頃，苗穂保育園は一時休園したが，さらに翌年の昭和
5 (1930）年 5月，札幌保育園が責任を持って， 25歳の
大石武司が園長となり再開した。その後一年ぐらいは両
保育園合同でピクニックに行ったり，合同行事も展開し
た。その頃，苗穏保育園は市から活動を認められ，はじ
めての助成金百円を受けた。昭和 6 (1931）年4月，札
幌保育園では園舎を増築し，さらに20坪の別棟を増築し
そこに，武司夫妻を中心に，保母達の3家族が同居するこ
ととなった。これを機に，妙子と祖父母は苗穂に移転し
た。ところが，翌年，昭和7(1932）年8月4日，武司が
前述のように父と同じ結核で25歳の若さでなくなった。
そこで，苗穂保育園は札幌保育園から独立し，園長には
大石妙子が就任した。
2.妙子が行ったこと
妙子の在任期間は施設長として昭和 7 (1932）年8月
から昭和46(1971）年 3月まで，理事長として昭和 2
(1927）年5月から昭和51(1976）年3月までである。妙
子は苗穂保育園での功績が認められ，いくつかの表彰を
受ける。例えば，社会事業協会連盟（昭和24年8月），全
国社会福祉事業大会（昭和25年1月），母子衛生功労者
（札幌市・昭和26年3月，道知事・昭和26年5月）, 30年
勤続功労者（道知事・昭和27年10月），永年社会事業貢献
者（札幌市長・昭和35年9月）である。ところが，最後
には経営が思うように進まなかったのであろうか，昭和
51 (1976）年2月「自立再建不能で合併もやむなし」 30)
という理事会が開催され，関係法人と交渉することに
なった。が，合併は不適となった。これを受け3月「大
石理事長をはじめ全役員が退任Jした。これ以降，妙子
の名前が資料の中に見あたらず、没年も確認できない。
この間の妙子が行ったことをまとめると，次の3点にな
ろう。
1)「苗穂分園」「苗穂保育園」の施設管理
園長として39年間，施設長として49年間，施設運営の
責任者としてその任にあった。そこで，隣接地を獲得し
たり，園舎の整備・増改築を次々と行い，業務の拡大を
精力的に行った。例えば，旧家屋の買収と苗穂町二丁目
三十六番地に移転（昭和1年4月），隣接地取得（昭和17
年7月），園舎新改築（同），土地購入（昭和27年1月，
昭和34年5月），事務所増設（昭和32年9月），土地交換
（昭和38年9月），当時では珍しい鉄筋コンクリート二
階建ての新園舎完成（昭和44年1月）。さらに昭和46年12
月，運営方法及び建物規模の変更承認を受け，鉄筋コン
クリート二階建て， 413.8515rriと業務を拡大した。
2）業務内容の拡充・運営
妙子は積極的に業務の拡充を行った。例えば保育所と
して認可を受ける（昭和23年12月），給食の実施（昭和24
年4月），毎日曜日に苗穏老人クラブ設立（昭和37年），
定員60名に変更（昭和39年9月），「社会福祉法人大石福
祉会」の設立認可 （昭和43年12月），定員90名に変更（昭
和46年12月）である。
3）子どものニーズ
晩年の妙子の様子を園児の母が次のように語る。
「（前略）園を入ると左手に職員室があり，いつも和服
をキッチリ着た園長先生が（保育草分け的な人と聞いて
ます），子ども達を出迎えていました。親にはとても厳
しい人で，叱られたり，激を飛ばされたりしたものでし
た。一方，子供達には優しく，抱っこ・おんぶと， 鼻汁
を付けようが，汚れた顔を擦ろうが，子供達の要求に応
えてくれていた事が印象的でした。（後略）」 31)
このように妙子は，まず第一に 「子どもあり」の姿で
臨んでいた。子どもが安全で，健やかに，安心して，
ゆったりと過ごせる空間を提供するために，何はさてお
き，子どもの欲求や子どもの生活を中心に対応してきた
姿がある。金銭や運営・経営論理は二の次で，「子どもの
ため」という理想を求めて，絶え間ない努力を続けてき
た足跡が見られる。
VJ！.日出が継承したもの
1 .大石田出と札幌保育園との出会い
大石1日出は明治37(1904）年7月14日，後藤常三郎 ・
志保の次女（3女1男の第2子）として札幌に生まれた。
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北海道庁立札幌高等女学校の本科を大正12(1923）年に
卒業した。卒業後すぐに札幌鉄道管理局に就職したが，
将来は子どもと関わる仕事がしたいと思っていた。そこ
で数年間働いた。大石徹と縁ができ結婚することとなっ
た。昭和4(1929）年，大石武司と結婚のため退職した。6
月武司と日出は結婚し，白石村に新居を構えた。日出25
歳，武司23歳であった。昭和5年 (1930），武司は積極的
に札幌保育園の事業に関わった。乳児保育を定員10名で
開始したり，休園中の苗穂保育園を再開し，その園長に
就任したり，大忙しであった。当時の札幌保育園の収容
人数は718人という数字もある。昭和6(1930）年，保育
園の園舎を増改築し，園舎内に当時の職員（大石武司・
日出，飯田イチ・甥，風間クラ親子）の3家族が同居す
ることとなった。日出も保母として保育に携わることに
なった。57年間の日出の保母生活がここから始まったの
である。こうして園舎に生まれたばかりの徹と武司の3
人と，他の保母さん達と生活し始めた。
ところが，翌年の昭和7(1932）年8月4日，夫武司
は父と同じ結核にかかり，札幌療養所（札幌市琴似）に
おいて帰らぬ人となってしまった。25歳と10ヶ月であっ
た。 28歳の日出は乳飲み子を抱え，ただ一人呆然とし
た。かつてスクにとっては義父である龍太郎が結核で死
亡したとき，スクの年令も28歳であった。その時スクは
四人の子どもを抱えて呆然とした。日出は徹という一人
の子どもを抱えていた。しかしそれだけではなく出来上
がった札幌保育園が，今，目の前にあった。200人近い園
児達が，毎日保育園に来る。呆然としている暇はなかっ
た。札幌保育園で長いことスクと一緒に保育にあたって
いた妙子は苗穂保育園を札幌保育園から独立させ，その
園長となり運営しはじめていた。武司と一緒に保母の仕
事をし始めていた日出は，武司がどれほどの思いを込め
て母スクが残した札幌保育園を守ろうとしていたかを実
感していた。そして，志半ばでこの世を去らなければな
らなかった武司の無念さを受け取ったのではないだろう
か。そして，武司没後，「武司の母であるスクの遺志をつ
いで札幌保育園を今，守れるのは私しかいない。私が立
派に守りきってみせる」と，女の意地とも見受けられる
深い決意をしたのだろう。武司の死後，日出は主任保母
となって，左の胸に我が子を抱え，右の胸には預かった
乳児を抱えながら， 「朝四時から夜八時までJ一日一日を
必死で過ごした。
2. 保母として日出が行ったこと
1)保育園の存続・維持一一アドミニストレーション，
マネージメント
夫の亡き後，主任保母として無我夢中で毎日来る園児
達への対応をしていた。日出が保母と して働いたのは前
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述のように昭和 6 (1931）年からである。最初は主任保
母として不在が多い2代目戸津高知園長の代わりに采配
を振るった。そして昭和22(1947）年 3月から昭和63
(1988）年までの41年間は 3代目園長として就任した。
保母として働いた57年間のうち 7割を園長としての任を
果たしていたことになる。また，札幌保育園の80年間の
歴史のうち 3分の2に日出は関わり，保育園の歴史の約
半分を園長として過ごした。しかし，日出はスクとは直
接には一緒に仕事はしなかった。夫武司の生き方や園舎
や一緒に仕事をした保母達から，間接的にスクの札幌保
育園に対する理念と信念を受け継ぎ，札幌保育園を維
持，運営した。これは，アドミニストレーションやマ
ネージメントをしていたといえよう。
2）地域との連携一一博愛慈善会の開催，親の会
コミュ二ティ・ワーク
スクの時代から行っていた「博愛慈善会Jは地域の人々
の娯楽のためと保育園の事業を継続していくための資金
集めの機会になっていた。日出はこれを保育園内で継続
して行い，地域住民に保育園を開放していた。また，保
護者会等を通して，親の理解と協力を得る努力を継続し
ていた。こうして地域との連携を図っていた。これは，
今でいう，コミュニテイ・ワークにつながるであろう。
3）戦中・戦後混乱期の保育 安全性の確保
戦中の出来事を日出は次のように語った。
「（前略）やがて，戦争期に入り，愛国婦人会の保育所
が出来る。初めて，共通の話ができる。大変心強く，嬉
しい事だ、った。戦争中を生き抜く保育園の運命を共に語
り合う。その頃，地域の人々が，園児のために防空壕を
作ってくれる。日々，何回も子供達を出したり入れた
り，大非常時とはいえ，若し，この園の屋根の下で子供
達を守れ切れない様な事があったら，その時は，自分も
死ぬ時と毎日，吾が心に云い聞かせる日が続く。
昭和十八年から十九年にかけ，私の出身校である庁立
札幌高等女学校で，戦時保育所を設置しなければならな
い事になり，吾が園に看板がかけられる。何人かの，女
学生が来て保育を手伝う。人手が多くなったので園を中
心に，東西南北に子供を分けて送り迎えをする。空襲下
の時に，よくもやったものだと今思ってもゾッとする。
戦争も終結，結果はどうあろうと死なせる事もなく，
死ぬこともなかったことを，しみじみと幸福に思う。ユ
ニセフからの，食糧補給も嬉しかった事のひとつ，飢え
た子供の様子，今も頭に残る。（後略）」 32）と。
その頃，米軍将校がきて，保育内容等を日出にしきり
に聞いたという。昭和二十三年児童福祉法が出来る。国
の責任に於て，保育に欠ける子が措置されるという新し
い方策が採られた。日出は「やっと，金集めの苦労もな
くなり，同志の人達にも報いることが出来る」お）と安心
した。が，一方，親達への対応に戸惑っていた。こう し
て，戦中・戦後の混乱期を日出は体を張って子ども達に
とっての安全性を確保していた。
4）保育料徴収・給食・石炭購入資金・労使闘争一一
ソーシャル・アクション
戦後混乱期から保育制度が整うまで，社会情勢も不安
定な時期であったわけだから，保育園経営も並大抵のも
のではなかった。児童福祉法制定によって認可保育所に
なりはしたものの，インフレによって経営が苦しかっ
た。例えば施設の性質上保育料を上げることも出来ず
に，どの保育所も経営難に陥った時期（昭和23年），緊縮
財政の影響で，保母への給与支払いが遅延し，労使間紛
争を引き起こした時期（昭和25年），厚生省による全国画
一措置費制度制定のため石炭購入資金が調達できなかっ
た時期（昭和26年），などなど語り尽くせないほどの困難
があった。それらに対して，他の保育園の仲間と連携
し，抗議行動等のソーシャル・アクションを行い，現在
の戦後保育事業の碁礎をつくった。
5）保育研究の最前線一一城戸幡太郎・中川時代との
交流一一幼保一元化問題
保育の先輩スクを早くになくしてしまった日出が，先
輩として慕ったのは新潟県の保育所の根岸マツ（根岸早
苗・愛婦本部嘱託）であった。他にも北海道大学の三宅
和夫や北海道教育大学の宮本とも交流があり，両者は保
育園にもよく来た。三宅は調査に来ていた。学生も頻繁
に来て調査をしていた。こうして，保育研究の現場資料
提供施設として交流することによって，当時の保育の最
前線の情報も仕入れていた。さらに，日出は城戸幡太郎
の研究会にもよく出ていって，一流の学問には触れてい
た。また日出はよく本を読む人だった。しかし，それを
そっくり受け売りするのではなく，自分の保育園ではど
うするかとか，保母の力，園の空間的許容量等を検討し，
札幌保育園に合うように工夫して提案し，実行してい
た。例えば，モンテッソリー教育も取り入れていた。こ
のように，勉強と研究熱心であった。これを裏付けるも
のとして次の記事がある。
「（前略） 23年気にしていた保母認定による資格取得の
講習第一回が無料宿泊所で開かれて，時の講師でもあり
受講生の一人でもあった私は，実技指導のためオルガン
をリヤカーで堤防ぶちを運びながら，通った想い出があ
る。 26年道と同胞救護会の共催で保母講習会が全道三ヶ
所で開かれ，稲垣道課長，藤野，南部，高田，根岸諸先
生に私もお供をする。その時の根岸先生との出会いはま
さに私の一生を方向付けた。理想的な保育者のスタイル
を始めて見た思い。直後高田市の先生の保育園で一週間
住み込みで実習する。その頃，北大教育学部の城戸幡太
郎，中川時代，三宅，和田諸先生からのお声がかりで，
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幼稚園保育園一本の保育研究会が毎月聞かれた。幼保一
元化は，其の時からの城戸先生の強い持論で以来三十年
私の課題になったj34) 
6）モデル園一一優良保育園として推奨， NH K第15
回放送教育研究会全国大会対象園
これらの研究成果を日出は，札幌保育園独自の「単元
課程」として保育計画を実施するようになった。これが
各方面から注目されるようになった。今は，当たり前に
なっている子どもの発達・興味に合わせた「カリキュラ
ム保育」のさきがけとなった。これらが認められ，昭和
27 (1952）年7月，松江市で開催された第一回全国保育
事業大会において，厚生大臣から札幌市内ではただ一つ，
「優良保育所」として推奨された。さらに昭和39(1964) 
年9月，札幌で開催されたNH K第15回放送教育研究会
全国大会の対象に選定され， 二日間の保育を一般に公開
した。このときは，テレビやラジオを保育に活用するた
めの実践例を示した。
ア）子ども中心の対応一一霧多布緊急臨時保育所（昭
和35年5月）一一二一ド対応
昭和35(1960）年5月に起きた，チリ地震による津波
被害にあった霧多布への緊急臨時保育所開設にまつわる
いきさつがある。大平洋の反対側で起きたチリ沖大地震
によって，道東沿岸に3.8メートルの高さを最高に12波の
の津波が，特に浜中村沿岸を襲った。津波が去った後に
は，広範囲にわたり沿岸の土砂が削られ，さ らに被災戸
数534戸（そのうち流失151戸，全壊56戸， 半壊109戸），
被災人員2,934人，死亡者1人，不明者41人という大きな
被害を出した。これに対し，九州やローマ法王からも見
舞金や見舞品が寄せられた。北海道社会福祉協議会や北
海道共同募金が支援に行った。漁船や家屋等を失ない復
興のために働く住民の子供達のために保育が必要となっ
た。日出は現地からの相談の電話を受けるとすぐに，自
ら現地に入ることを決め，札幌保育園の保母一人と，公
立保育園の保母や園長等を組織化し，駆けつけた。被災
を免れた山の上の霧多布神社を改修し，「霧多布緊急保
育所」を 1ヶ月半開設した。この時，日出は，「モンベに
長靴，手ぬぐいで姉さんかぶり」をして「子どものいる
家庭訪問から，遊具っくり，給食やおやつの工夫，さら
には伝染病対策jも行っていたという35）。 地元の保母三
人とこれら札幌や釧路から来た保母達で，100から150人
の子ども達を見ていた。社務所と舞台が子ども達の昼寝
の場所で，ギユウギユウ詰め状態、だ、った。日出は住民や
子ども達の親からの苦情に対応や運営に采配を振るって
いた。この頃の逸話を，札幌に残って働いていた保母が
次のように語る。
「先生から，当地でっかうから上靴等を至急送って欲
しいといわれましてね， 若いって仕方のないものね，私
北方圏生活福祉研究所年報第7巻 2001
達は，云われた通り，入れ忘れたものがないか，何度も
点検して送ったの，みなさん， 災害地でご苦労なさって
いるのに， 『アメの一つも入れて送ってくれるものよ』と
いわれたことば，今でも身にしみています。j36) 
このように日出は，必要とあれば，とにかく，どこに
でもすぐに挑んで行き，采配を振るう。 そういう実行の
人であった。これは長い経験と，広い教養から裏付けさ
れる実行力であった。
一方日出は， 目の前の子ども達の健やかな成長を促進
するためには，じっと子どもを見る事から始まる。そし
て「概念的な教育学，心理学に惑わされる事なしにそれ
らを子どもの精神発達に即した実際の保育にいかに有効
に当てはめてゆく のか，その研究が足りなかった。（中
略）子どもの性格，生活，習慣を知る者に心理学，生理
学，社会学，衛生学，文芸，経済などの学問も必要」幻）と，
子どもを中心に見据えて，その上での研究・教養の必要
性を説き，実践してきた。このよう に， ニードの発見と
それへの対応を常に心がける人であった。
8）座っているだけで一一スー／〈ービジョン
日出の，純粋で情熱家で進取の気性とでもいう性格
は，子どもに対するときは，いつもとはがらりと態度が
違って，全く慈しみのある慈母のような態度で対応して
いた。例えば，後年，保育園の中で，日出のいつもの居
場所は大きなピアノの前であった。そこに日出が座って
いるだけで，子どもも，母親も，保母も安心感があった
という。あるとき，子どもが何かぐずぐずしながらピア
ノの前の日出のそばに行った。子どもは何するでもなく
そこに一緒にいた。ちょっとして，日出が「ああ， みん
なあっちに行ったよ。いっといで」というと，「うん」と
いってすっと子どもが動いていっていた。このよう なこ
とが普通に当たり前にあったという。また，親たちは，
「あそこにいつも園長先生座っていたね」「挨拶するのが
楽しみだった」といっているという。またある時，親が
日出に相談を持ちかけていた。日出は「うん」「ほ～」と
かいって何も言わずに聞いている。日出があま り何も言
わないので，周りの保母は日出は寝ているのかと思った
くらいであったという。しかしそれで， 「じゃあ，またな
んかあったらいつでも来なさい」と日出がいうと，親た
ちは安心して帰っていっていたという38）。このように，
何でも受け入れ，包み込み，スーパービジョンを行って
いたことになる。
9）後継者育成と社会活動
日出は単に札幌保育園の保育の質を向上させただけで
なく，日本全体の保育の質の向上にも貢献した。日出
は，道内各地で開催される季節託児所の保母講習会の講
師としても招聴された。また北海道社会福祉協議会の保
育分科会委員として道内の保育園の視察も行い，さらに
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二つの女子短期大学で講師も務めた。こうして後継者養
成にも尽力した。さらに日出は，道保育所連合会（現道
保育協議会）会長，札幌市市立保育所連合会顧問等も歴
任し，社会活動も積極的に行った。これらの業績が認め
られ，昭和52(1977）年勲六等宝冠章を受賞する。その
他，厚生大臣からも全国社会福祉協議会会長からも表彰
をうけた。
l 0）増改築・新園舎完成
昭和51(1976）年9月，社会福祉法人としての認可を
受け，初代理事長に野村琢民（当時北海道社会福祉協議
会副会長，民間共済会会長）が就任，日出は施設長とし
て名を連ねる。同年9月スクの時代から約50年間使用し
ていた園舎も，ついに老朽化のために解体することに
なった。同じ場所に鉄骨モルタル一部二階の新園舎を完
成させた。その後，新園舎での機能的な仕事システムを
作ったが，昭和60年頃から体調を壊し，昭和63年嫁の大
石和江に四代目園長を譲り，日出は顧問となる。1991
（平成3）年12月1日，逝去した。
VIlI.終わりに
以上， スク，妙子，日出の人となりとその仕事を浮か
び上がらせてきたが，これらに共通するキーワードの根
底にはすべて 「子ども」のため，「子ども中心」とする基
本姿勢がある。3人ともに目の前の子ども達の健やかな
成長を促進するためには，じっと子どもを見る事から始
めた。そして，子どもを中心に見据えて，その上での研
究・教養の必要性を説き，実践してきた。これは，そも
そもスクの基本姿勢であった。目の前の子ども達にとっ
ての問題点を発見し，そこからすべての対応が始まって
いた。着物や食べ物の配慮，親との関係調整，安全な保
育空間の確保，雨の時の遊び空間の確保等，具体例は枚
挙に暇がない。
つまり，スクも妙子も日出も 「子ども第一」「子ども中
心」という基本姿勢が共通していたことになる。前述の
ように，日出はスクがつくった札幌保育園の器を継承し
ただけでなく，その基本姿勢と内容を，その時代に合わ
せた方法に適合させ，情熱を持って継承してきたことに
なる。スクと日出の二人の力があって始めて「札幌保育
園」の80年聞が存在する。そして札幌保育園の歴史が，
札幌の保育事業の歴史であることが明らかとなった。
なお，本研究は北海道浅井学園大学の特別研究費に
よって行った。
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The History of the N uesery Schools in Sapporo 
-The Social Work of ”Sapporo Nursery School(Sapporo Hoikuen）” though the 
lifework of three women:Ohishi Suku(the foundress), Ohishi Taeko(the daughter) 
and Ohishi Hide(the daughter-in-law）一
Michiko Sakamoto Nortern Region Research Center for Human Service Studies 
Abstract 
This paper reports the three researches . The first research is about the life and social practice of Ohishi Suku . She 
founded "Sapporo Hoikuen”in 1922 This was the first Nursery School in Sapporo. The second research is the thought and 
social practice of Ohishi Taeko. She was the third daughter of Suku. And Taeko supported "Sapporo Hoikuen". After 
Suku's death . Taeko founded "Naebo Hoikuen". The third research is the social work of Ohishi Hide . She was a daughter 
-in-law of Suku . And after Suku's death . Hide inherited "Sapporo Hoikuen”for 57years . 
The result of these researches made known for 80years history of Nurturing work in Sapporo . 
Key words : Sapporo Hoikuen, he first Nursery School in Sapporo, the history of social practice 
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